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繭島縣與内畑鉱山黒岩地区石膏黒物鉱床の化学探鉱調査報告

石田與’之助簡　貴　志・晴　雄築　加　藤　甲　壬＊

　　　　　　、R6sum6
Geoehemic琶l　Prospe¢ting　at　Kuroiwa　Section　of

　Yonaihat我Mine，Fukushima　Prefecture

　　　　　　　by
．Yonosuke　Ishida，Haruo　Kishi　an（i　KδmilK：at◎

　　Geochemical　prospecting　was　carried　out　at　ghata　and　Shiroganezawa　Areas，Kuroiwa

section　of　Yonaihata　Mine，1in　October，1951．

　　Ana玉yzing　Zn　and　SO4in　natural　water，and　Zn，Ctら“a　an（1SO4in　soil　in　the　area，

writers　fomd　that　Ca　and　SO4are　the　usefu玉elements　as　indicator　for　gypsum　ore，and　Zn，

Cu　and　SO4f6r　kuromono（black　ore）．

　　In　Ohata　area，writer亀presumed　the　presence　of　gypsum　ore　in　an　area，300m　long

a葺d30－60m　wide，by　the　geochemical　prospecting．　Digging　two　points　on　the　area　writers

r3c・gnizedthe・reb・dyatthedepth・flm㎡s・。B・th・fge・1・gica1・bservati・nandgeぴ

chemical　prospecting　agree　on　the　presence　of　kuromono　with　gypsum。

　　In　Shiroganezawa　area，the　presence　of　ku士omono　ore　with　gypsum　was　presumed　by

thepr・specting，andits4istrib砿edareawa蜘・wninlim圭tedz・聯

1．緒　言

　昭和26年10月11目から30日まで編島縣耶麻郡加納
村黒岩地区大畑区域・白銀沢区域ばおいで，化学探鉱に

、よる調査を行つた。こΣにその結果を報告する。調査を　1

行うに当つて多大の便宜を與えられた会津鉱業株式会赴

與内畑鉱業所柏木所長・中島次長・西村調査課長ほか諸

氏に対し厚く感謝する次第である。調査地区は昭和26

年夏本所物理探鉱部室住・堀川両技官，測図課小松・幅

吉両技官などによつて電気探鉱が施行され，引続き試錐

課野口技官そのほかにより試錐探鉱が実施されたところ

で，r本調査は上記の調査資料および測点などによつて，

多大の便宜を受け所期の目的を達することができた。筆

者のうち，石田と貴志が現地調査を行い，貴志と加藤は

本所で土壌の抽出試験を行つた・

2．位置および交遙

本地区は編島縣耶麻郡加納村字大畑（5万分の1地形

図熱塩）で凌）つで，日中線加納駅より濁川に沿い北上す

れば，同駅より約12kmで達することができる。i道路

は最近縣当局と営林署の手により幅3mの新道に改修

され，勾配おおむね緩かで車馬の交通が容易となつたの

みでなく，小型自動車の輝行も可能であるが，冬期降雪

＊技術部

による交通上の障害はまぬかれない。

3．地形・地質および鉱床

　黒岩部落北方約2kmで濁川の谷が2つに分れ，1つ

は御川の谷となつて北東に深く入り込み，他は十鞍沢川

の谷となつて北西方なる赤崩山に蓬する。本地区はこの

両河川に挾まれ，広大な地セ地幣を形威している。

　地質および鉱床は近年ようやく注目され，最近鉱業技

術試験所，本所木村・丸山両技官などによる調査が行わ

れたところで，詳細はそれらを参照されたい。したがつ

て，ヒXには，その大要を述べる程度に止ある。

　本地区附近には，第三系に属する凝亥岩質岩暦の発達’

、が著しく斜長石英粗面岩の噴出が見られる・

　大畑区域においては，凝友岩質岩暦と斜長石英粗面岩

が分布し，東孚の山嶺地幣はおもに斜長石英粗面岩から

なり，地形急峻で珪化作用を受けた部分があり，黄銅鉱・　＼

黄鉄鉱・閃亜錯鉱などの細粒結晶を散、点し，また一部に．

は方錯鉱を含む細賑状の露出が認められる。本地塊は比

較的に堅硬で侵蝕作用に耐え，この特徴ある山貌を示す

ものである。凝次岩質岩層からなる西牛地塊は緩傾斜を

示し，小起伏を件うのみで，東牛地塊に比べ著しい対照を

なす。本地塊は地ヒりが甚だしく，押出し・膨らみを数

段奪も形成している。概レて不透水性に富み，降雨期に

は各地iヒり段階上の低地に小沼または灘地を形成する。
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地質調査所月報．（第4雀第7号）

、露頭のおもなものとして嫡十鞍沢を御川合流点より約

60mさかのぼつた地辻り地幣の河に臨む末端でみられ，

著しい石膏粘土中に石膏の細脈が存在する。また閃亜錯

鉱・方錯鉱の細脈からなる露頭がむぢな森の上部に認め

られ，その下方に探鉱坑道が存在するが，坑道崩落し内

部を．実見することはでき’ないo

　白銀沢区域においては，白銀沢およびそφ支洗の合流．

点附近に斜長石英粗面岩の懸崖があり，珪化されていて

著しい赤僥けを示す。これは黄鉄鉱・閃亜錯鉱・方錯

鉱・黄銅鉱なごの細粒結晶を散点し，風化分解して水酸

化鉄を附着せしめたものである。本岩体は高さ約30m

の断崖となり，これより続く山嶺はやN急峻な地形を示

しつつ北北西へ遽らなつている。これはおそらく凝荻質

岩暦を貫く岩脈状岩体で白銀沢下流右岸には含礫凝友岩

層中に玄武岩質安山岩岩床が見られる。本区域の鉱床も

2，3ヵ所において，小規模な水李鑓押坑道で探鉱されて

℃るが，10数m程度の掘進で中止されている。旧坑口

附近には比較的良質の鉱石の轄石が見出される。露頭は

白銀沢をその御川合洗点より約70mさかのぼつた西岸

の崖状の弛点にあり，帯青荻色の粘土中に耳質の黄銅鉱

を主とする鉱石が散在するが，脈状のものは見当らな

い。また白銀沢の北岸，本調査区域の北東端に閃亜錯鉱

を主とし，黄銅鉱を含む脈状のものを認めたが，脈幅数

cm程度のものである0　　　　　　　　1

4．化学探鉱

　4．1調査目的

本地域では，その地表徴候より考えて，石膏黒物式鉱

床と銅・錯・亜錯の脈状鉱床の賦存が予想されるが，從

来試みられた探鉱坑道ならびに地質鉱床調査は，いまだ

鉱床の小部以分外は捕捉するに至つていないoよつて本

所室住技官一行により電気探鉱が施行ざれ，つ黛いてそ

の結果に基いて大畑区域に本所野口技官などによる試錐・

探鉱が施行された。今回本地域に化学探鉱を実施したの

は，鉱床賦存の可能性ある地域を前記調査と線合的に研

究槍討して，この種鉱床の様相を究明し，今後の探鉱に

対する指針を與え，鉱床開発を促進するのが目的であ

る。

　4．2　調査方法．

　本調査の特徴は，沢水・湧水などの自然水をおもに対

照とした從来の化学探鉱法を改め，土壌・岩石中の微量

成分の分、布に重点を置いたごとである。したがつて，多

数の土壌試料を探取すること，測点の正確さの必要およ

　　　　　　　　　とぴ電探の結果と比較強討するためなどの理由から，電気

探鉱の測、点の標示が現存する間にそれを利用して調査を

行つた。現地では沢水の分析および土壌・眉石球料の採

取を行い，土壌・岩石の抽出試験は本所で行つた・

　沢水については・下流から上流に肉つて20mごとに．

試料瓶に約100ceを採取しながら進行し・10～20本にな

つてからpH・Zn・SO4を測定した。pHはSZK：水素

イオソ比色計のB，T，B，溶液（pH5・8～7・4）を主として

使用した。ZnはAg6．Omg／cc当量の濃度のヂチゾン

のCcl4溶液を使用して，試料水の弱アンモニア性にょ

る比色および抽出滴定による定量を行つた。SO4は

Bac12溶液による比濁法で定量した。

　土壌は電気探鉱の測点を利用して，その位置のものを

試料どし，岩場で土壌の得られない所は岩石を採取し

た。また測、点位置が試料採取に不適当の場合は，測点よ

り1m以内の範囲で位置を変えた。なお必要に懸じて

測点を追加延長して調査を行つた。各測点間の踵離は』

同一測線中では．10m，各測線間は20mである。試料

はハソドオーガーを使用し，深度1mを標準として

100’》200grを採取したが，岩石・韓石などのために採取

深度の浅いものもあり，’また地iヒり，深度による土壌の

変化を知るため，1mより深い部分の試料をも採取して

比較試験を行つた。分析成分は，舳出法によつてZn，

SO4を定量し，Znの定量値の高いものはCuを，SO4

の明瞭に槍出されたものに．ついてはCaを，いずれも抽

出法により定量した。試料の調製は試料から木片・岩片

などを除去した後聡璃乳鉢で磨碑し，馬の毛製の節を通

’して試料とした。抽出液は5％酷酸ソ［ダ溶液幻に氷

酷酸5。3ccを1加えて，P且を5・5としヂチゾソのCcl4

溶液でZnを除去したものを使用した。

　抽出法による土壌分析は，約100ccの摘出窺に試料

2grと抽出液40ccを加え，擬絆器で5分間に309回韓

して一夜放置し，上澄液をピペットで吸出し各成分を定

量した。Znは上澄液5ccを30ccの比色管に採り，

20％チオ硫酸ソーダ溶液0．5ccを加え，これにAg12

μg／cc当量の濃度のヂチゾンのCcl4溶液を加之て，十

分に振盤しながらCcl4の暦が紫色から青紫色の呈色を

示すようにする。別の比色管に抽出液5ceどチオ硫酸ソ

ヴ液0加，次に前記に蜘たと同量のヂチゾ踏液

’を加え，、それにZnの標準液（Znμ9／cc）を加えて良く振

盤し，Cc玉4の暦が緑から青色となりさらに青紫色に変化

するに要したcc数より原液中のZnの量を求めた・Cu

は上澄液10ccに再蒸溜HCl（1＝1）0・4ccを加え』て『

pHを3．5とし，ヂチゾシ溶液の濃度はAg3μg／cc当

量のものを使用して，Znと同檬の操作で定量した・SO4

の定量は上澄液を：NO．52の濾紙で濾過して10ごcを

探り，HC1（1：4）0．5cc，BaCl2溶液（2％）0．5ccを加
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地質調査所月報（第4巻第7号）

　えて，15分後に生成したBaSO6の白濁を標準溶液と比

　較して定量した。Caの定量はSO4の場合と同嫌に濾過

　した液10ccに飽和蔭酸溶液0．5ceを加え，5分後に生成

　したCaC204の白濁を標準溶液と比較して定量した。大

　畑・白銀沢両地区には，ともに石膏と銅・錯・亜錯の鉱

　床があるので土壌中のSO4が黒物に関係のものか石膏

　よりのものかを確めるため定量を行つた。各成分の分析

　結果はPZnは水の場合mg！」，土壌はμ9／9，SO4は水の

　　　　　　　　　　　　r　場合・mg／」，土壌はmg／g駆で表わした。

　調査結果の槍討は，沢水の場合ZnとSO4の増加に

　より異常地点を判定し，pHの変化を参考とする。土壌

、　め抽出結果は，’沢水と同檬ZnとSO4の増加により異

　常地帯を判定し，Ca，Cuの量を参考とした。また試料

　探取地点の地形・地質・獣況。試料の採取深度ならびに

　状態なども十分考察する必要がある。なお與丙畑鉱業所
”
坑
内 で採取した石膏・粘土，大畑区域で発見した石膏，

　白銀沢区域で発見した黒物露頭について，抽出試験を行

　い調査結果槍討の参考とした。．

4．3調査結果

4。3．1大畑区域　沢水ならびに土壌による測定結果

を第1図に示した。図は沢水と土壌の測点および土壌の

異常点と参考点を示す。沢水の測点数は43，土壌の測

、点数は408である○

（a）沢水

沢水のZn量は白銀沢区域に比べて低く，SO4量は高

い結果を示している。主癒流水は0線に滑うものと・そ

の西方を流れるものおよびこの2つが合洗して御川に注

ぐまでの，下流の3流水である。
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沢水の測定結果をこの3部分に別けて考えると，下流

のz卜均値は　pH6。8，　Zn　O．016mgノ」，　SO424．6mg／」

で，一鷹異常点とみなされるものはNo．8，No．9であ

る。No。5は田の水の混入により，No40，No．11は

0線に沿う上流よりの影響があると思われるので異常点
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　総李均値

とは認められない。0線に滑う流れは最上流の1点No．

41を除いたzp均値がpH6．2，Zn　O。05mg／」，SO437

mg／♂で他の2流よりpHが低く，Zn，so4量が多いα

No．25よりNα40までpHが低く，Zn，SO4の値が・

連続して高く現われたのは1，この流永に浩つて石膏鉱床1

が存在するためであつて，いずれも近くに鉱床の存在す

ることを暗示する異常点とみなされるものである。No。

38，No・39，No。40の3、点はとくに・Zn，SO4量力1多ド

いが，これは石膏鉱床の存在を示すとともに黒鉱との園

係が考えられる。なおpHのとくに低い（5．0～6．0）の

は鉱床のためか，あるいは腐植質などの影響によるもの
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か，枯葉などが洗積し流水量が少ないので疑問である。

西方の流れは手均値がpH6・6，zn　o．01mg／z，so4，

22mg／」を示している。異常点とみなされるものはNo．

17，No．18，No．19，NQ．24で，4まかの調査がないた

めに鉱床との関係を明らかにすることは困難であるが，

石膏の影響によること1ま確実で，No．17，No1191は10

線方面と関連するものと考えられる。

　（b）土壌

土壌の試験、点数は408でZn抽出値の分布を図に示

すと次の通りであるo

30

20

10

o

令布κ

一　一　　り　一　一
一　冒　．，　一

一　 璽　
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「
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1
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i
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F
l1卜
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第3圖　大畑匠域土壌抽出Zn分布圃

畢積零100

δ0
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　図の実線は，Zn量をOdOμg／gまでは0．5μg／gご

とに，10μg／g以上は1μ／gごとに区切つて集計した個

数を％で表わしたもので，点線は以上の累積を％で示し

たものである。図で見るように1μg／g未満が50％を占

め，2．5μ9／9まで急激に減少しているので，2．5以上

5．0μg／g未満を異常に近い値，5．0以上10μg／g未満を

異常値，10μg／g以上を大異常値とした。異常値は7％，

大異常値は12％である。

　SO4の抽出値の分布をmg／gの軍位で示すと次の表

の通りである。

第2表大畑区域抽出SO4分布表

SO4
mg／9

個数．

％

0

285

69．91

tr

82

20．1

0。1

1

0．2

。．21。．31。．4

6

1．5

3 5
0・71Ll

0．5

1

0．2

　日
0．60．811。0

0

0

5
1．2

1

0．2

1＜

19

4、7

計

408

100

　第2表で明らかなように，sq4含有量．o．1mg／g以下

が90．3％を占めている。0．2＾・0．5mg／gが3．6％，0。5

mg／g以上は6．1％である。0．5mg／g以上は異常点と考

えられる。本区域の土壌試験の結果より，その著しい異

．常』点は0線に漕い南北に延長約300‡n）0線の東側に30

～60瓢の範囲に存在するものと，むぢな森を中心にし

て，その南斜面より南東方にかけて認められるものとで

ある。0線に沼う地域Q大孚には地虹りによる表王の移

動があり，これを十分考慮する必要がある。本地域＃面

の地辻りは，主としズ含水性石膏粘土によつて，それに

接触する上土に主として起るものと考えられ，小段階と

緩傾斜とからなる地形を南ないし南西方に向つて移動す

る。したがつて部分的に，表土の浅いところと深いとこ

ろとを生ずる。表土の浅いととろは，、iヒり易い部分を失

い鉱床に関係多）》粘土をおもに残したものとみなされ，

そのため地iヒ地帯にかかわらず，ハソドオーガーによる

試料採取が役立ち，土壌による化学探鉱が成果を挙げ得

たものである。深度1m前後で帯青友色の石膏粘主が

存在した0線ならびにその東側の諸点は，大部分上記の

ものに該当する。第1図の「チ0」，「ッ0」，「ナ1」，

r二〇」，r／2」，rハ0」，「ヒ0」，・「へ0」の諸点は．SO4

の異常値を示すが，Ca量も相当多い・これはrヒ0」に

筆者などによつて，石膏の鉱体が確認されたことから，

石膏による異常と認められる。このところはZnによる

異常少なく「ナ1」のみがそれによる異常を示すに過ぎ塗

いQ中間のrサ0」，rシ0」，rス0」，rセ0」，「ソ0」，

『ソ1」，「シ2」を中心とするZnおよびSO4の異常地

幣は，西側に『ソ1ノ」，「ス1ノ』のようにSO4だけの異

常，東側に「サ1」，「ス1」，「ス2」のようにZnだけの

異常が存在する。SO4の異常点にCa量の多いことは，

rシ0」に筆者などが石膏鉱床を剥土により確認したの

で・石膏にぶる異常であることは確実と思われるが・傘

属硫化物との関係も無覗でき’なレち「ア0」，「ア5」，「ケ

0」，rケ5」の4点によつて囲まれたと1ころは，「コ0』と

ともに大部分Znによる異常で，SO4の異常は「ア3ユ，

rウ3」，rオ0」，rオ3」の4点に認められ，、石膏も存在1

するが，本地帯は金属硫化物に関係多いものと考えられ

る。rマき」，rへ4」，rヒ5」，rヒ6J，r／5」，rヌ6」

のZnによる異常は，沢水の：No。40がpH最低でZn．

とSO4・量ともに最高値を示したことと関連あるものと

考えられ，おもに金属硫化物に関係ある異常地帯と推定

される。0線の最北部に当る「ヤ0」，「エ0」は「モ1」と

ともに石膏粘土が存在してSO4による異常点であり，

Caも存在したので，この方面も石膏に関係あるものと

認められる。「二〇」より「モ0」に至る西部地域に8線を

延畏し，測点41を新設して調査した結果は，予想をさ

らぎりrべ1ノ」，rヒ1ノ」，rヒ2ノ」に石膏に関係の粘土を

認めた程度で，深度1m内外では良結果が得られなか

つた。この地帯を確めるには少なくとも3～4m鳳上の

深度による試料採取が必要と考える。むぢな森附近は

rア14」，rウ12～ウ19」，rオ10～オ16」，’rキ10～ギ

15」，「ケ11」，「左14」，「サ・10」，『サ11」などに二Zn

Znによる大小の異常点が存在して，黒物が予想される
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、第3表　大畑区域土壌分析試験値

LOC．No．
深度
（m）

Zn
μ9／9

ア00．7
．〃31．0
〃40．7
ッr60．5
〃70．3
ツ140．3
イ00．6

〃100．2
ウ
、 01．0
塀11．0
ツ21．0
グ3，1．0
ウ41．0
ウ150．4
グ90。4
〃120．2
か141．0
汐160．2
〃171．0
ツ19

オ0

彫1
〃2

〃3
，ク唱

ツ4
一
か
1
0

以11

ツ12

町14

キ0

寧1

ウ4

〃5

：ケ7

〃10
　（西）

汐10’

ウ11

か15

ク0

ケ0
〃、1 1．0

〃31．0
グ　1．5

ツ41．0

SO4
mg／9

Ca
mg／9

5．5　 0
16．0　1＜

ぽ
1
0
。 G　tr

5．0　 0
5．O　tr

15．0　0
，12．0　0

5』4　0

11．O　tr
15．0　0，
44．0　 0

・36．0　 1＜

8．4　 0
100・0，10

7．0　 0
14．0　 0
120．O　PO

　8．5　0
10．0　0

　7．4 　0

30．0　1＜、

　5．2　0
16．0　0．

64．o　tr
100．0＜　1＜

32．0　0
100．0＜　0

100．0＜　0

60．0　1＜

　5．6　tr
　7．0・　0

15．0・0

　6．0　0
18。0　0

　7．0　0
72．0　1＜

15．0　0－
12．0　 0．8

80．0　 0
30．O　tr
15．0　0

　8．〇一〇

　6．5　0
12．0　．tr

30．0　0，

0．2

0．4

0．6

0。2

0。4

0．2

1＜

tr－

備　 考

赤土
グ　（青塩占土i混る）

ケ

グ（表土混る）

黒七（表土）

〃（ク）・

赤土
グ

グ（砂質）

ゲ（グ）・

ゲ（〃）、

青粘土（含石膏）

赤土
黒土（表土）

〃、（〃）

赤土
〃

黒土（表土）

赤土（表土混る）

黒土（表土），

青粘土

赤土
白混P風化土

赤土（青粘土混る）

青粘土

赤土
黒土（表土）

　グ　（〃）・
赤土（旧坑ずP揚）

赤土
　〃

　〃
黒土（表土）

小石混珍風化土

黒土（表土）

岩石（露頭）

　〃

　〃
白粘土、’

青粘土，

赤土
　グ
青粘土

　、〃

赤土（青粘土混る）

　　，深度：Loc．No．
　　，（m）

ケ5
諏0

ケ0
（西2m）

　ゲ．

サ0

　ケ
ゲ91

グ3

ゲ13

〃11

グ6ノ

サ10ノ

西南12m

　ゲ

　ゲ

　ク
シ0

　，ヴ

　ケ

　ヴ
（東5m）

　ク
・（ケ）

　ケ
（グ）

　ケ
（西5m）

シ20

ス』0

　ケ1
　ケ2
　グ3
　ゲ1ノ

セ0

　ソ0
　ク1
　〃

　ゲ2
　ク

　グ3
チ0
ゲ・3

グ15

ナ1
ケ

ニ0
〃
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Zn
μ9／9

1．0

0．8

1．0

1㌔5

1。0

1．5

0。4

0．9

0．1

1．0

0．4

0

0
1。0

1．5

1．0

1．4

1．6

0．6

1．0

1．5

1。5

0．1

1。0

1．0

1．0

1．G

1・q

1．0

1．0

1．0

1。5

1！0

1．5

1．0

1．0

1．0

0．4

1．0

2．0

1。0

1．3

5．5

13．0

34。0

28。0

28．0

80．0

5．5

5．G

6．0

1．5

7．2

．o．4

0．3

0．2

0．2

54．0

44．o

o．9

9．昼

8．4

11．2

4．4

9．0

13。0

8．0

9．5

13．0

0．2

28．0

20，0

32．0

30．0

16．0

18．0

7。0

0．3

18．0

0．1

18．0

80．0

0。8

・0．5

SO4
mg／9

Ca
mg／9「

O
tr

1＜

1＜

0．4

0．4

0
0
0

0．8

0
0．4

0．2

0．6

0．6

1．0＜

0．2

1．0＜

0

0

0

0

0
0．4・

O
tr

「0、
、1．0く

1．0＜

1．0

1＜

1＜

0．8

0．8

tr

1＜

tr

O．4

1＜

1＜

1く

1く

1．σ

1．0

0．6

0。8

O．8

0．5

0．4

0．6

0、8、

1．0＜

0．8

工．0＜

ol8P

1．0＜

0。6

0．6

1く

・1＜

0．6’

0．8

0．8

6
1＜

1くr
1＜

1＜

備　 考・

赤土（青粘土混る）

ク

青粘土

ク

赤土（青粘土混る）

グ　（久）

黒「土（表土）

赤土
黒土（表土）

青粘土

赤土
青粘土

凝茨質砂岩

青粘土

　，グ

青粘土

　ケ（硝ρ上部）
石
、

膏

無土（表土）

『赤土

　ケ

青粘土、

黒土（表土）

青粘土

　ヴ

赤土
　ゲ1
青粘土（石膏混る）

　ゲ　．、
黒土（青粘土混る）

青粘土（石膏混る）I

　lゲ（り
　グ　（7）
　〃　（ク）

赤土
、青粘土

赤・土

　ゲ
青粘土（石膏混る）』

　ケ　（ケ）

　ゲ　（ケ）、

　ザ　（り
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：Loc．N6．

二　4

ケ　5

グ　6

／　1

ゲ　2
〃

〃　4

グ　5
ヴ 6
ハ　0

ゲ

ヒ　0
ク

ク

〃　3

〃　5
‘！　6

ゲ1ノ

深度
（m）

1。0

1．0

1．0

1．0

1．0

1．5

1．0

1．0

1．0

1．0

1．5

0．5

1．0

1．5

1．0

1．0

0，9

1．5

Zn
・μ9／9

8．0

6．5

26．0

0．3

0。7

．7．5

6．0

戸60．0

6．5

0．2

つ．3

0．4

0．9’

0．5

8．8

60．0

80．0

0．1

SO4
mg／9

tr

O
tr

1＜

1＜

1＜

tr

tr

tr

O．3

1＜

1＜

1＜

1＜

0
0．5

0
0．4

Ca
mg／9

1＜

1＜

1＜

0．2

．0。4

0．4

1＜

1＜

0．6

1．0

備　　考

赤土
　グ

黒土（表土）
赤土（青粘土混る）

青粘土

　ク

亦土
　グ（青粘土混る）

　グ

　ケ（青粘土混る）

　ケ　　（ケ）

青粘ニヒ

赤土（青粘土混る）

青粘土

赤土（青粘土混る）

黒土（表土）

赤土
青粘土

：Loc．No．

へ　0

〃　4

マ　3

ム　1
〃

モ　1
ゲ

ヤ　0
〃

ヴ

エ　0
グ

ゲ　　、

ケ

ゲ

ラ　0
グ

深度
（m）

Zn
μ9／9

SO4
mg／9

1．0　　・1．4　　　1．0

1．0　40」O　　tr

1．0』11．O　tr

1．0　　1．8　　10

2。0　9．6　　0

1．0　　　3．2　　1　1＜

2．0　　　0．9　　　1く

　も
1．0　0．3　　0

1．5　0．6　　0

2．5　　　1．1　　　0．4

0．8　　0．7　　0

1．0　　　6．5　　　0．8

1．5　　　2．0　　　0。8

2．0　　　1．6　　　0．8

2．5　　，1．8　　　0．6

1．0　　　0．6　　　0．2

1．5　　　1．5　　　0．5

Ca
mg／9

0．2

備　　考

青粘土

　，ク

　　〃
　　赤土
　　ヴ
0．2青粘土
0．6．　ゲ

　　黒土“（表土）

　　赤土
0．4　　グ（青粘土混る）

　　ケ
0．6青粘土
0．8　　ケ

0．8　　〃

1＜　　〃
tr　　赤土（青塩占土交る）

0．1青粘土、

・が，その範囲はむぢな森山項「キ10」附近に方錯鉱・閃

亜錯鉱の露頭があり，その下方に旧坑が存在して南斜面

に，その廃石が認められるので，これらの影響を十分考

慮する必要があるσしかしながら，異常点群には方向性

があつて南東を示すものと考えられ，まだ，時に脈欣の

ものも存在するようである。このものが北西に延びる

とすれば当然「ヌ6」，「ノ5」，「ヒ5」，「ヒ6」，「べ4」

方面となり，この地帯が金属に関係ある臭常地点と考え

られる事実より興昧あるものであるが，中間地帯に異常

点少なく，その連続性は疑問である。「サ0」より「ナ0」間

の西部地域は，一般にZnによる異常少なくわずかに

「サ6ノ」とその附近に小異常が・認められるに過ぎない。

SO4の異常も「サ1ノ」，「ス1ノ』と「サ10ノ』ならびにしその

近くの淡青色粘王¢）露出したところ以外は存在しない。

この地帯は地辻りによる影響が多く考えられ，表土も厚

いので，深度1m前後の試料では良結果は期待できな

い。このところも0線に漕つて石膏鉱床の存在が考えら

れ，これは南部の未調査区域まで，その延長が推定され

るQ

　大畑区域土壌の試験結果のおもなものを表で示すと第

　3表の通りである。

　4．3．2白銀沢区域第4図は，沢水ならびに土壌に

よる測完結果を表わしたもので，沢水と土壌の測点およ

び土壌の異常点と参考点を示す。沢水の測点数は57・土

　　　　　　　■

壌の測，点i数は1345である。

（a）沢水

本区域沢水のpHは，大畑区域に比べ・高低少なく，

Zn量は高くSO4量は低い結果を示している。主な流水

は白銀沢本洗と，調査区域の中央を流れる支流で，ほか

に．3っの小流があるo

pHは大体下流になるにしたがつて少し高くなり，水

量の少ない沢では本流に比べて低い傾向があるが，その

範囲は6．2を示したNo．25を除き6．6～7．1である。，

Zn量は李均0．12mgノ」で本支流ともに合流点の上流：

附近と，その下流にとくに高い値を示している。SO4は耶

均7．7mg／」で本流が支流よりやx多いが，Znとの関』

連性はとくに認められない。Znの異状点は，本流で

No．2《・：No。8，とNo36～No．43の計15点が連続し

ている。これは鉱床に関係するものと予想されるが，支

洗との合洗点附近より下洗では旧坑の廃石の影響を考慮

する必要があるQ一支流ではNo．9～No．18間に異状が・

認められるQこれは沢に面した北部と南部地帯ならびに．

赤焼けした石英粗面岩体との関係が考えられる。支洗と

の合洗点の下流約50mの西側の小洗No．33’》NO．35

と，rわ16」の地点で支流に入る小流の：No．31，No．32聖

に，Znによる異歌とともにSO4も多少その傾向が認め・

られるので，「と13」に露頭の存在する事実から鉱床に

関係ある異常地帯と思われる。本洗の上流で西側より入

る小洗のNo．46～No．49は，合洗、点のNo。46以外一’
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第4圏　 白銀沢塵域．化學探鉱圖
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　　ゆ504功幼
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　b，卒

0．a

し・GN・123ゐ367δ33鵬ず2呂34‡’鴇f矯’7乞33ソ潔蟹78脇ノ3置4F蕎’協♂』鐸蓋’多δ2§・3232

　　　　　　第5．圖’白銀沢匪域沢水分析．p

’ 　　、、、、

㌍　　　■ ！

、

、

3 生　　　　　　　　　3　’　瓦3　　5’　7　’3　2　232∫2729　　　『’　3’

　　Zn，SO4ともに少なく，・支流の上流地幣と同様鉱床との

　　開遽幽妙ない。pH，SO4から異甑拷えられるもの

　　は，本地域の沢水ではほとんど認められないが，：No．25

　　はpH6．2で石膏鉱床に関係ある場合の値に相当するの
＼

　　　　　で槍討を要するが，Zn，SO4に異状がないの
　　　　　で疑問に．，思1わ矛しる。

　　　　　　（b）土壌

　　　　　　土壌の試験点数は345でl　Zn抽出値Q分

　　　　　布は第6図のごとくである。

　　　　　・図の実線はZn量をo～10μg／gまではo，5

　　　　　μ9／9ごとに，10μ9／9以上は1μ菖／9ごとに

　　　　　区切つて集計した個数を％で表わしたもの
閲　　　．　で，点線は以上の累積を％で示したもので温

　　　　　る。図に見るように1μg／g未満が55％を占

め，2．5μg／gまでに8．2％となり，それ以上から急激に

減少している○　したがつてZn1μg／91以上のものだけ

を表と図とで示し，大畑区域と向様2．5～5μg／gを異常

に近い値，5～10μ9／9を異常値，10μ9／9以上を大異常
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第4表　白銀沢区域沢水分析値

工㏄．No．

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

11

12
13
14
15

16
17
18

・19
20

21
、22

23
24
25

26
27
28
29
30

31

32

33

34
35

・ヤ36

37
38
39
40

41
42
43
44
45

46
47
48
49
50

51』

52
53
54
55
56
57

1
p
H

6．8

7．1

7．1

7．0

7．0

7．0

7．0

7．0

6．9

7．0

6．9

6．9

7．0・

7．σ

7．0

6、9

7．0

6．9

6．9

7．0

6．9

．6．9

6．9

6．8

6．2

6．6

6．9

7．0

6．6

7、0

6．7

6．6

6．9

6．9

6．8

6．9

6．8

6帰8

6．7

6．9

6。9

6．9

7．0

7。0

6．9

6．8

6．8

6．7

6．7

6．9

6．9

6．9
6．8

6．9

6。9

6．8

6．9

年均
No．2～
　　6．88No．57

Zn
mgμ

SO4
mg／」 備 考
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分布乃

色

t 一P　6ゴ
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l　l
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分布渥

0．427御川本流0．34　7　白銀沢本流
0．349　　＝〃『
0．30　12　　　　 〃

0．28　10　　　　〃

0．30　8　　　　〃
0。28・　8　　　　“
0．24　13　　　　グ
0．26　8　1白銀沢支流
、0・24．5　　　　ゲ

0．18　5　　　　グ
0．12　8　　　　〃
0．12　5　　　　曜“
0．14　10　　　　グ
0．14　7　　　　 グ

0．12　5　　　　 〃

0．10　6　　　　 グ

0．10　6　　　　グ
0．07　6　　　　 〃

0』06　7　　　　 〃

0。06　6　・　　　．グ
0。06　5　　　　 グ

0．06　5　　　　ヶ
0．05　5　　　　ヶ
0．04　6　支流に入る小流

0．05
0．05
0．04
0．02
0．04

0．16

0．10

0．20

0．16
0．10

0。16
0．24
0．20
0．16
0．12

0．］2

0．12
0．12
0．08
0．10

6
7
7
6

10

8
12

10

12
12

8
7’

8
8
8・

8
8
8、

18
8

0。10　8
0．06　5
0．04』5
0．02　5
0．08　10

0．08
0．08
0．06
0．06
0．04
0．03
0。03

0．122

．10
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8
8
8
8
8

7．7

20

lO
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第6圖　白銀沢遜域上壌抽出Zn分布圖

累積κiσo

8σ

60’

4．0

30

　　ケ白銀沢支流
　　ケ支流に入る小流
白銀沢：支流

N6．11とNo．12の
中間に入る小流

　　グNo．5と　No．6の中
間に入る小流

　　〃
　　グ

値と．した。

SO4の抽出値の分布をmg／9の箪位で示すと第5表

のごとくである○

第5表　白銀沢区域抽出SO4分布表

SO4
mg／9

個数

％

0

190

55．1

tr

84

24．3

0．1

12

3．5

0．2

37

10．7

0．3

2
O．6

G．4

1
0．3

　lUiO．50．60．811。01＜

2
0。6

6
1。7

2
0．6

4
1．2

5
1．4

計

’白銀沢本流・
　　グ
　　ケ
　　ケ　・
　　〃

ゲ

〃

グ

グ

ケ

本流に西方より・入る小沢

　　　グ　，
　　　グ
　　　グ
白銀沢本流

、ヴ

グ

ゲ

ヴ
．

シ

ヴ

グ

，御川を除く全李均

345

10G

　表に見られるごとくo・1mg／g以下が82・9％を占めて

いる。0．2’｝0。5mg／9が1L6％，0・5mg／9以上は5・5％

を示す。0．5mglg以上はSO4の異常点と考えられる。

　CuはZnとの関係を調べるために測定した。最大

40μg！gから最小0．1μg／g程度で，大部分・Znの値の

1／10’》1／100であつたが，1／4に相当するものがZnの10

μg／g以上に存在した。Zn量の多いものはCu・も多い

が，・一定の比率関係などは認められない。

　CaはSO4の多い地点が石膏鉱床に関係あるように考　，

え調査した。大畑区域に発見した石膏鉱床附近の粘土と

同質のものが，’rと13」，rり14」，rる15」，・rよ・15」，

rたi5」，rれ15」，rれ16」，rれ28～れ30」，rつ28～

っ32」，「な30」，’「な32」などで深度1m前後で得ら

れ，いずれもSO4の量が多かつた。試験の結果Caは

大部分SO4の多いところに高い値を示し，石膏鉱床存

在の可能性が認められたo

・この地域で有機物を多く含んだ土壌のうちに，Zn量

一の値のとくに高いものが存在したので，有機物が少なく

Znの値の高いものを比較のため選び，各試料を3つに

分別して抽出を行い，第6表のよ5な結果が得られた。

　両試料ともに混在する岩石と，その風化体の抽出Zn

値は大差を認めないが，土壌はいずれも顯著な値を示し

た。全Znの分析値によつて，この原因が軍なる有機物

に．よる濃縮でないごとおよび混在する1岩石の韓化に．よる　■
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第6表　土壌の分別抽出試験結果
　　〆

No．

「る17』

　ゲ

　　ケ
．　「と22」

　　ク
ケ

試料の外観

塊釈風化少い岩石

グ風化した岩石

　土”壌
塊欣風化少い岩石

粘土化した岩石

有機物存在土壌

Zn
μ9／9

8。6

8．8

200．0

10．4

16。6

20G．0

SO4
mg／9

tr

1＜

1＜

O
oI

O．1

（全Zn
μ9！9）

100．0

220．0

800．0

240．0

400．0

1100．0
，

ものでないことが，明らかとなり考えられる原因は第7

表に示す岩石の抽出試験表中の、「り20」，「よ26」，「よ

28」，「よ30」，「つ34」のごとき異常のものによるか，

または鉱床の影響にょるかである。　　　　　1

第7表　白銀沢区域岩石抽出試験

No． 岩石種類

「わ18」　石英粗面岩

「り20」　　　ケ

「よ19」　　　ク

「よ20」　　　〃

「よ23」．　　グ

「よ26」』　　グ

「よ28』　　　〃

「よ30」　　　〃

「っ34」　　　〃

粉末の色

淡

淡

白

淡

〃

9
、

黄

緑．

色

黄

黄　　色

〃

黄　 褐

Zn
μ9／9

SO4
、mg／9

7．6’

30．0

8．8

7。2

12．0

300．0

100。0

40．0

80．0

0
1＜

1～0

0．2

0．2

G
G
O
o

　本地域は，白銀沢本流以北，本流と支流の間の区域，

　支流以南の区域に分けて考えことができるσこの地域は

　大姻区域と異なり，地辻りによる著しい地形的の変化は

　認められないが，本洗と支洗との間の区域の窪地ならび

　に灘地帯に，1m前後の深度で石膏粘土と認められるも

　のが存在した事実より，地虹りの行われたところと推定

　される。本流以北の地域には，「わ29」に石英粗面岩中

　の閃亜錯鉱細脈ならびに「り20」，「と16」と「と17』の中

　聞点に鉱染駅に黄鉄鉱を含む珪化露頭が存在する。こ

　の区域はZnによる異常点が多く存在し，「と22」，「る

　22」，『る23」，「わ25～わ30」，rよ26～よ30」はいず

　れもZn13μg／g以上の値で，とくに「よ26」，「よ28」，

　rよ29」，rわ30』，rと22」は、Zn10Q～300μ9／9の大異・

　常点である。，これら大異常の根源が何に起因するかを究1

　朋することはもつとも重要であるので，前記岩石の比較

・揺出試験ならびに試料中に有機物・岩片などを含むもの

　の分別描出試験を行つた。その結果から1この地域の大

’異常値は，鉱床と関係あるものと考えられる鉱染珪化体

によるものか，「わ30」が「わ29」の露頭の影響を受けた

ものと見なされるので，直接あるいは聞接に鉱床に関係

あるもゐと思われる。Znめ大異常値にかかわらずSO4
がほとんどなく，Cuの相当量（18’》40μg／g）を含むこと

は，金属鉱物が主で石膏に関係少ないことを示すもので

ある。重覗すべき・ところは，rわ25・》わ3qj・「よ26心

よ30」の1群で，この両測線と「る」測線の各延長方面も

調査の必要を認めiる。「に15」，「と18」，「わ23」，「わ

24」などはzn2．2・一7．oμ9／9でso4をo・2～1＜mg／9

含み，Caの抽出値が0。2～0．8m9／gであること，およ

ぴ「に15」に帯青友色の石膏粘王と見なされるものが存

在したことより、，これらの諸点は石膏との関係を示すも

のと，思われる。

　本流と支流との間の区域は，合流点に近く石英粗面岩

の赤焼けした高さ約30mの懸崖があつて，ごれに相当

急峻な地形の山嶺が白銀沢匠漕つて続いている。懸崖の

東部に2，3ヵ所小規模な鑓押探鉱坑道の跡が認められ

るが，いずれも10数m程度で中止されている5岩体に・、

は閃亜錯鉱・硫化鉄などの細脈と細粒結晶が認められ，

rよ19」，rよ20」の岩石の抽出Zn値は8・8，7・2μ9／9

で異常を示す。岩体と沢の合流点間の各測点はいずれも

異常であるが，旧坑の廃石の影響が考えられるので，、、

Zn，SO4，Caで異歌を示し，帯青次色爾粘土を認めた

「り17」，「る16」の2点が支洗に接する南部地帯どとも

に，石膏に関係あるものと見なされるほかは推定が困難

である。白銀沢本流に漕つた部分ならびに，その西部の　　～

Znの異常点は，「よ22～よ25」，「れ21《・れ23」，『れ25」

の1群と，「れ29」，「れ30』，「つ31～つ34」，「な29」

rな30」，rな32」，rな33」，rむ32』，「む33』の1群で

Zn抽出値最高80μg！gを示すが，．本流以北のごとき大

異常値は存在しない。2群のうち北西部の方が有力と考

えられる。SO4による塁常中Caを含み，帯青友色粘土1

が存在して，地形的にも石膏に関係の認められるもの

は，「れ30」，「れ31」，「つ30」，「な30」，「む31」，．「ゐ

30」などで，抽出SO4の最高値1＜mg／g，Caの最高値

0．6m9／gである。SO4によつて異常を示したがCaが

ほとんど存在しない理由から，石膏に関係少ないと考え

られるのは，「つ26」，「な25』，「な27」，r’む26』，「む

　　　　　　　　　　　27』などで，これらはZnの抽出値が少ないので鉱床と

の関連は期待でぎないo

　支流以南の区域は，「と13」に黄銅鉱を多く含む露頭

が存在する。これは崖形のところに認められる幣青次色

・粘土中に塊歌に点在し高品位のものである。Znの異常

、爵Qま「と12j，　rと13」，　「と15」，　「り14」，「り15」，　「ぬ

15」，「る15」，「よ17」，「れ19」などで抽出Zn値12｛ノ
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・）280μ9／9，cuo．2《’10μ9／9で，金属鉱床との関係が　　《・L＠mg／9で，石膏鉱床の賦存性を強ぐ示しているQ

考えられるが，SO40．2｛’1．Omg／9，Ca　O．2短1．Omg19

の値を示す「と12」，「と13」，「り15』，「る15」，「れ

19」は石膏との関係も有力である。この区域は・SO4に

よる異常点が広く分布して，Caを含み帯青友色の石膏

粘土とみなされるものが存在するので，石膏鉱床の可能

性が大である。石膏に関係の認められるところは，「ど

14』，「り12』，「り16」，　「る91，　「る11」，「る14」，

「よ13」，「た15」，「れ15’）れ18」，「そ15」，「つ13」

蛇でとくに「た・5」，「れi5」・「そ・5」，1［つ・3」1潔

度1mに帯青次色粘土が認められ，Znの抽出値1ヴ2

μg／gにもかかわらず，SO4は1～1＜mg／g，Caが0．8

　rと4」にzn7．2μ9／9，so40．2mg／9の異常点が存在「

、　し，Ca1＜mg／g，Cu　O．2μg／gで，「と5」，「と61の異

　状とともに1鉱床と関係あることが予想されるが，調査

　区域の端に当るたφその発展性は不明である。なお「お

　13」，「お14」にSO40．2mg／gの異常点が存在するも，

・Zn　O．1μg／g，ρa　tr’｝0．1mg〆gで，調査区域の端に当り

　鉱床との関蓮性は疑問である。支流以南で測点約190に

　ついて試験した結果，異常点は約30ヵ所でその他鉱床，

「との関係を現わすものは認められない。

．　自銀沢区域土壌の試験結果の主なものを表で示すと次

　の通りである○’

第8表　白銀沢区域土壌分析試験値

Loc．
〕N’o．

と4

〃5

412

〃13

〃

〃

〃14

ゲ15

〃16

〃17

〃南

ケ18

〃19

ケ20

ヴ21

ゲ22

〃23

〃24

り12
’
〃
1
3

〃14

〃15

グ16

〃17

〃20

ぬ20

る9

ク11、

〃14

深度
（m）

0．2

0．5

1．0

0
2．0

3．0

0．8

1．0

0．2

0．7

0

0．4

LO
O．3

0．4

0。3

0．5

0．2

0．5

LO
1．O

LO
1．0

160

0
、1．0

0．6

0．8

1．0

Zn
μ9／9

7．2

8．0

12

280

120

300

6．0

12

24

1．0

3．2

SO4
mg／9

Ca
mg／9

0．2　1＜

tr　 1．0

014PO．2
0。6　0。5

0．8　0．3

0．9　0．4

0．2　0。4

tr

0
tr

0．3

2．20．6

8．0　0

5．2　0

9．21　0
・2・1・

　16．81　0，

8。2　q
1．〇一〇．2

6．8　0

20　　0

13　1．0
5．40．5

45

30

12
1。

2。

0．

0
8
2

1。0

1＜

0
0r2

0．2

0．21

0．3

0．4

’
0
． 1

0．1

0．6

0．8

0．6

0。4

0。4

0．5

、0．2

0．3

Cu
μ9／9』

0．2

0。1

0。2

10’

3．0

8．0

0．2

0．3

0．1

0．1

0．1

0．1’

0．1

6．0

0．1

0．1

0．1

tr

O．2

0．2

tr

4．2

0。4

1．1

0．1

備　考

黒土（表土）

赤土
青粘土

表土，青粘土

青粘土

〃

赤土
　〃

川べり，砂まじり

赤土
表土，黄鉄鉱を
含む

赤土
　ケ　・

黒土（表土）

赤土・
・黒土（表土）

赤土
　ケ

〃・

グ

グ

青粘土

赤土
赤土に青粘土ま
じり

岩石（黄鉄鉱を
含む＞

赤土、

ぴ

〃

グ

：Loc．

No．

．る15

グ16

〃17

〃18

〃19、

〃29

ケ21

〃22

〃23

〃25

わ18

〃23

ケ24

〃25

グ26

〃27

グ28

〃29

〃3Q

よ10

〃13

グ17

ケ19

〃20

1ケ22
〃23

〃24

〃25

深度
（m）

〃26．

1．0

1．0

1．0

0。6

0

Zn
μ9／9

60

12

54

SO4
mg／9

42

38

34

18

42

14』

10

7．6

6．4

7．0

16，

13

22

32

80

180

’0．2

0．7

12

8．8

7．2

12

12

34

』80

300

0．6

0．8

1．0

0．2

0．2

0．2

tr

，0。2

tr

・tr

O
O．2

0．2

・0

0
0。2

0。2

0
0．2

0．6

0．5

0。1

1。0

0．2

tr

O．2

0．6

0

0

Ca　Cum9／9…μ9／9 『備’考

　　　赤土に青自土ま1．0　0．4
　　　じり
1＜　0．3　青白土

　　　黄色土（黄鉄鉱0・40・3混る）

0．20．3赤土
013　0．5　グ
0．4　0．5　 ゲ

　　0．3　 〃

0．3　015　〃

　　0」3　　グ
　、0．2　黒土（表土〉

　　0．2岩石
0、50．1赤‡
0．2　0．2　 ゲ

　　2．0　 〃

　　0．2　 〃

0．5F2．2　，黒土（豪土〉

・0．6．7．0　〃（〃）

（0．1）　4．0　露頭母岩

0．430　赤土
0　　　　〃
0．4　　　　〃
0．1し　　0．3　・　　”

0．6　　0．2　　岩　 石　　

tr『0．3岩石
　　2．4赤土
　　2．0岩石
0．23．6赤’土．

　　　赤土に青粘土　　30　　　混り
　　40　岩石

33一（457）



’　地質調査駈月報（策4雀第7 号）

Loc．
No．

よ27

、〃28

〃29

グ30

た15

オし15

グ16

〃17

〃18

〃19

〃21

〃22

〃23

ツ25

〃26

〃27

〃29

〃30

〃31

〃32

〃33

〃35

そ15

つ13

グ31

深度
（m）

Zn
μ9／9

0．2

0
0．3

0
1．O

LO
O．5

0．6

0．6

0．4

0．4

0．3

0．3

0．7

0．3

0．7

1．0

1。0

1．0

1。0

0．3

2．0

1．0

1．0

1．0

14

100

160

40

SO4
mg／9

0．9

260

0．6

Q．7

0．6

32

7．0

12

8。8

20

7．4

・9．0

10．0

12r
3．0

ユ4

7．2

0．2

0．9

1．8

12

’
C a
mg／9

0．2　0．5

0
0
0
1＜　0．8

，LO　LO
O．2　0．3

0．2　0．3

0．2　0．2

0．2　0．4

0．2　0。6

0．2，　0
’
t r　，

tr　O．3
0。2　1．O

tr

．tr

O．2　0．1

1〈　0。6
0．1『

0
0．3　0

1＜　1．0

、1＜

0

1．0

Cu
μ9／9

0‘2

24

16

8

0．1

0．1

Q．1

0．1

2．2

0．2

0．5

0．3

0．5

0．1

0．2

0」7

0．2

0．1

0．4

、0．3

tr

o・＄

備　考

黒土（表土）

岩石・・

赤土
岩石
青粘土

F
ク

赤土
〃

〃

黒土（表土）

赤土（黒混P）

岩・石

〃

赤土
．、ザ

〃

青粘土

グ

〃

赤土
〃

青粘土

ケ

ケ

（黄鉄鉱認める）

赤土（青粘土混り）

：Loc．深度
No．・（m）

っ32

〃33

〃34

な19

〃25

グ27

〃29

〃30

〃32

〃33

〃34

む21

〃26

グ27

〃31

〃32

グ33

ゐ30

グ35

お13

〃14

ろ15

に15

ほ15

へ15

1．G

0．5

0
0．4

1、0

1．0

1．0

0．7

1。0

0．6

1。0

0．3

0．5

0．5

0．8

0。7

Zn畠

μ9／9

80

SO4
mg／9

0

10　、0．1

80　　0

9，0tr
2、50．2

1．20．2

60　　0

40　0．8，

16　tr
9．0　0

0。70．2

6．61tr

1．20．2

0．50．2

1．80．2

6．0

0．3　26

1．0　6．6

0．8　0．8

1．0　0．1

0．8　0．1

0．3　16

1。5　・　5．6

0．5　6．4

0．2　10

tr

0．2

0．2

0．2

0．2

0．2

0
，1く

0
0

Ca’

mg／9

（0．2）

tr

O
（0．1）

0．5

0．1

tr

tr

O．3

0．3

0．5

．0．2

0．1

、tr

O．4

0．8

0．4

0．4

Cu’

μ9／9

0．4

0．1

10

0』1

0．2

備　考

赤土（青粘土混り）

赤土
岩石’

赤土
　〃

〃

8。0、〃

0．4青粘土

0．3　 4

0。1赤土　　
’

　　〃
　砂質土

　赤土
　　〃
0．2青粘土

　赤土と青粘土0．1

　混り
、0．6　4
0．1．赤土、

0　　〃

0．4

0．1

0．1

0．3

〃
、

・〃

黒土（表‡）

青粘土

黒土（表土）

砂に石混り

第2図で明らかのごとく異常点は測線「と」，「り」，、

fる」，「わ」，「よ」，「れ」に集中「しているので，；の部分

のものを主に表示した0

4．3．3　基礎的試験　石膏黒物式鉱床の化学探鉱法に

関する基礎的試験を若干行つたので，その結果を報告す

る。　　　　　　　　P‘，
（a）與丙畑鉱山坑丙試料の抽出試験　「

抽出液ば，P：E5．5の酸酷ソーダを使用し，土壌と同様

の操作で試験した。

　　　　　第　9臼表
　　　　　　　　　熟！　　　　　　　μ金1　　　　　　　　　　　備　考　試料探取場所’

茨色，頁岩

　〃　1

試料採取場所

1の東斜上り石膏鉱床際．0・2

1の東。石膏鉱床よη1m　O。6

1の東金属鉱床際　　　ユ6．0

、1の3金属鉱床際　　　　10．0

1の3金属鉱床よP1即　4・8
1め2東入金属鉱床よ診　6．0
　　2コ皿

1＜

1＜

1＜

1＜

1＜

・1＜

　ゲ
黒色頁岩
優白灰色頁岩

1の2
1の1
2の南入金属鉱床よ

　　　Plm2の1南引立金属鉱床よ

　　　η1m
2の1
2地並西入石膏鉱床際

2の西入

2一の1

・2の南入

坑内
坑内

Zn
μ9！9

0．1

0．6

4．5

150．0

0．4

0．1

0．1

0．4

0．1

1．2

0．5

SO4
mg／9

1く

1＜

1＜

1〈

1＜

1＜

1＜

1く

1く

1＜

1く

備　考

茨色頁，岩

友色頁岩
黒色頁岩
優白茨色頁岩

茨色頁考

黒色頁岩
茨色頁岩
優白茨色頁岩

　ヴ
石　　 膏

胡麻石膏
センイ石膏

黒物の近くの頁岩は，いずれも抽出Zn値高く4・5～

150μ9湾9である。黒物に関係少ないものはoli～0．Oμ9／9

の程度で，前者と大差が認められるb抽出SO4はいず

れ’も高い値を示したo
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　（b）大畑区球石膏ならびに幣青次色粘土抽出試験

青次色粘王は，石膏鉱床に接して認められたもので，

…石膏粘土とみなされるものである。抽出液はpH5．5の

瀦酸ソーダ溶液を使用した。

試料採取
場　 所

Zn
μ9／9

SO4
mg／9

　「シOj　　　　O．9　　　．1〈

　『ヒ0」　0．6　　1＜
　「ウ　3」　　　　36．0　　　　－1＜

　「オ3」　100．0＜・1＜

　「ク0」’30．O　　tr
　・「シ　0」　　　　54．〇　一　　1く

／　rス0」・13．0　　0。4
　『「ス1ノ」　　　　0．2　　　　1＜

　「チ0」　　　　0．3　　　　1＜

　「二　〇」　　　　0。5　　　　1＜

　「ヒ　0」　　　　0．5　　　　1＜

　fモ0」・　　0．9　　1＜　・

Ca
mg／9

1〈

1＜

0．4

0．4

1＜

・0．8

1＜

0．8

1〈

1＜

0．6

備　考

胡麻石膏
センイ石膏
帯青茨色粘土

　　〃　，

グ

ヴ

グ

〃

グ

グ

ケ

ケ

　石膏の抽出値は，與丙畑鉱山坑丙のものと大差がな．

”い。石膏粘土とみなされるものは，Zn抽出値に顯著の

・差があり，Zn値の大なるは黒物に，小なるは石膏に関

係するものと認められるが，「シ0」のごとく石膏鉱床の

確認された場所のものがZn値の大ぎいのは注目すべき

で，内部に黒物の賦存を予想せしめる。

（c）大畑区域石膏の水による抽串試験

蒸溜水はpHβ．5のものを使用し試料1grを20cc

で処理した。

試料採取
場　 所

「シ・0』

「ヒOj

pH

6．1

6．3

Ca
9／100cc

0．0475

0．0555

SO4
9／100cc

0．1475

・0．1330

備　 考

胡麻．石膏

センイ石骨

　石膏は水に少量ではあるが溶解する。すなわちOOC

415倍，180Cで386倍1240Cにおいては1378倍の水に

』溶解する。大畑地区の沢水の調査によれば，石膏鉱床に

1闘係多いところはpH6．2を示し，本実験結果と良く一

致することが認められる。

5．結　論
大畑・白銀沢の両区域において化学探鉱法による調査

を行つた結果，石膏黒物式鉱床に，土壌調査に重点をお

く化学探鉱法の施行はきわめて有効であることが明らか

となり，予期以上の成果が得られた。．

大畑区域では，久しく不明であつた黒物が俘うと推定

される石膏鉱床を1「0」線に漕う長さ約亭00m，幅．39～

60m、の範囲で捕捉し，rン0」，「ヒ0」を劉土して調査・

した結果，深度ユm余で石膏の鉱床を確認した。本地

帯のうち，抽出『Zn値のとくに高かつた「ソ0～ソ3」，

rセ0」，rシ0」，rス0」，rウ3』，rア3」などぱ黒物に

よる影響と考えられるじ「キ11」を中心とする毎むぢな

森地帯は「キ10」附近に黒物の露頭があり，Znによる果

常点の分布が詑西を示して，その延長が「ヒ5～ヒ6」，

「ノ5」，「ヌ6」の方向におよぶものと推定される。しふ

し中間地幣の異常点少なく，その連続性は多少疑問があ

る○

　白銀沢区域では，石英粗面岩の懸崖を中心に，これに』

接続して異常点が現われたが，もつども大異常を示Lた

区域は白銀沢本流以北の「わ27～わ30」，「よ26｛’よ

30」の1群で，金属鉱床との関係が有力である。なおこ

の方面の延長は，今後探鉱の対照として注目すべきであ

ると思わ編・本灘支流の間躯域では韻“縦れ翼

「む」との聞の「29《・33」附近に主要異常地帯が存在し，石

膏鉱床に関係が考えられるが，金属硫化物の影響と認め

られる異常も相当強く現われて））る。家流以南の区域

は，石膏鉱床の賦存を予想せしめる異常点の分布が認砂

られ，「と13」の露頭と「と15」および［る15」とを蓮ね㌦

た地帯は，石膏以外に金属鉱床との関係が考えられる。

　石膏黒物式鉱床の沢水は，石膏地幣では，一pE6．1～

6．3を示すも，水量の影…響を受けて6．6以上となる。

SO4は30mgノ」以上にも達するが，稀釈により10mgノ」

となる。Znは一一般に少なく0．01mg／！程度なるも，

0．05mgノ～以上の場合があるQこれは金属鉱床の影響に

ょるものと考え．られるo

　石膏黒物式鉱床の土壌は，石膏地帯では，抽出Znは

1～2μ9／9　を示し，　SO4、ンま　0．2mg／9以上，　Ca¢よ　0．2

写ng／g以上であるQ　Zuの値が5μg／g以上の場合は，石

一膏以外よりくる金属硫化物による影響と考えられる。黒

物などによる金犀の影響の強く現われるときは，抽出』

Zn値100μ9／9以上に達することがある。この場合so4

が1mg／g以上であつても，’一般：にCaがほとんど存在

Fしないので1石膏に関係ないことが考えられる。なお黒

物との関係が多いと認められるものは，Cu量がZn量

の1／4～1／10を示しているQ

　土壌中の抽出Zn量は，岩石が地表で土壌化すること

により，多少増加するが，それよりも鉱床生成の際母岩

が受けた鉱化作用と変成作用による影響が大き’いと考え

られる。また鉱体，鉱化作用を受けた母岩などから溶出

したZnが分敵して附近の土壌に吸着したり・断暦や鵠

目を通つて土壌中に分散することも考察される。
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　　　土壌試験に重，点をおく化学探鉱法の有効であることが

　　明らかとなつたが，本調査方法を一・暦効果的とするた

し＼　め，現地におv・て，土壌の試験をできうる限り実施する

　　必要がある・これによつてもつ・とも能寧的に調査の目的

　　をi逮することができ’るo

　　　本調査結果を電気探鉱の結果と比較して，次のことが

　　明らかとなつた。すなわち，大畑区域においては，本調

　　 査によつて石膏鉱床が予想される屠嫉自然零位法では負

　　電位で顯著の異常の現われない地域銘抵坑法では低比

　　抵抗を示す地精にあたることである。白銀沢区域は，大

　　畑区域に比べ1電気探鉱の結果が幾分明らかでないが，』化

　　学探鉱法によつて石膏鉱床地幣と推定されるところは，

　　1大畑の場合と同檬に考えられるo

　　　本調査のごとく，土壌試験に重点をおぎ，電探の測点

　　を利用・して測線聞20m，測点間10mで，約800点の

　　 多i数につき調査・したごとは，本邦に．おいて最初であつ

　　て，その結果を地質鉱床調査・電気探鉱調査ならびに試

錐探鉱調査と綜合酌に槍討しうFるごと抵．この種鉱床の’

今後の探鉱に対する指針に役立つものと考える。

　　　　　　　　　　　（昭和26年10月調査）
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